
青い森鉄道線マイレールミーティング



H10. 3.12 運輸大臣が東北新幹線「八戸・新青森間」工事実施計画を認可

H13. 5.30 青い森鉄道株式会社の設立登記

H14.12. 1 青い森鉄道線（目時・八戸間）開業

H10. 1.14 青森県知事から運輸省に対して八戸～青森間の経営分離について同意
（H3. 7. 9 八戸～沼宮内間の経営分離同意）

H19.  6.28 青い森鉄道線青森開業準備協議会が青森開業後の運営について検討を開始

並行在来線とは・・・

整備新幹線の建設に伴い、同区間を走行する在来線の優等列車が新幹線に移る線を並

行在来線といいます。整備新幹線の建設着工は、建設に係る区間の並行在来線を整備

新幹線開業時にＪＲの経営から分離することへの同意が条件とされています。

１．青い森鉄道線のこれまでの経緯

H22年度中 青い森鉄道線青森開業（東北新幹線新青森駅開業と同時）



２．青い森鉄道線の概要

①「上下分離方式」を導入。
・線路等の施設・設備は青森県が保有し線路使用料収入で保守管理を実施
・運行は、施設等を借り、線路使用料を支払って青い森鉄道株式会社が実施

青い森鉄道㈱は経営が厳しいため、県が線路使用料を免除
→免除部分は県の一般財源で補填

現 在 ２５．９km

東北新幹線
新青森駅開業時 １２１．９km
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② 厳しい経営状況
・青い森鉄道㈱の経営状況と県の負担

・輸送人員の推移
青い森鉄道線の輸送人員の推移
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毎年度、鉄道利用者が減少 → 少子化による通学生減少、自家用車利用へのシフト等

項 目

青い森鉄道㈱ の収支 0 百万円 0 百万円 △ 17 百万円 △ 3 百万円

県が免除した線路使用料 263 百万円 279 百万円 273 百万円 263 百万円

県の一般会計繰入金 (公債費分を含む) 239 百万円 272 百万円 341 百万円 365 百万円

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

県の一般会計繰入金＋青い森鉄道㈱の赤字額（Ｈ１８）：実質的赤字額 ３．７億円



３．青森開業に向けての課題

① 減少が見込まれる旅客需要

○ 将来需要の予測結果

注 平成１８年度に実施した将来需要予測調査の結果による。

将来輸送密度
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② 初期投資（概算試算額）

○青い森鉄道㈱（第二種鉄道事業者）の初期投資

計２３億円

○県（第三種鉄道事業者）の初期投資 （単位：億円）

   資産取得費 9.6
 

 　(うち、車両調達 6.8）

創
業
費
等
0.3

準備金
及び

予備費
 

5.5

開業費 7.6

第２種
3.1

第３種
 4.5

県出資
鉄 道 資 産 譲 渡 部 分 経 費　160

新規設備投資経費　80
ＪＲ譲渡資産価額の圧縮
　　　　　　　＝起債額の圧縮（公債費減）
　　　　　　　　　　 ＋一般財源の圧縮の効果



③ 収支構成
○青い森鉄道株式会社（第２種鉄道事業者）の収支構成

○県（第三種鉄道事業者）の収支構成

収入

支出

運賃収入
（運賃水準による）

青森県から（鉄道施設保守管理相当分）
その他
収入

　　収入増
　　　= 収支差改善

収支差

収入増減
で変動

旅客営業部分経費鉄道施設保守管理部分経費

収入

支出

JR貨物線路使用料収入

青い森鉄道㈱
線路使用料収入

貨物負担割合の増　　= 県繰入金の圧縮

変電所収入

（電力料）等

動力費等鉄道施設保守管理相当分   →　　青い森鉄道㈱へ

減免部分≒県繰入金



① 青い森鉄道線経営の基本スキーム
○将来的にも持続可能な経営の実現に向け、安全・安心を第一義としつつ、最大限の

合理的・効率的な運営を指向

○上下分離方式の継続：鉄道施設＝県所有／旅客運送＝青い森鉄道㈱が運営

○保守管理主体の変更：県が経費を負担／青い森鉄道㈱が保守管理を実施

② 青い森鉄道線の運行について：列車本数・区間など

○具体の設定内容

４．青森開業に向けての検討状況
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【設定の基本】
(共通事項)

・輸送需要に合わせた
運転本数の設定

・通勤・通学者の利便性
に充分配慮

・ワンマン運行の実施

○八戸以北 【設定の基本】
・効率的な車両運用の観点から野辺地駅

を一つの境界と設定
・青森市圏の通勤・通学輸送力の増強と

閑散区間・時間帯の運転間隔の調整
・輸送需要の見込める区間へのシャトル便

設定
・JR大湊線の直通列車乗入れによる下北

圏利用者の利便性確保

【運転本数】 上下合わせて 50数本程度
（現行：普通上下47本、特急上下34本）

○八戸以南【設定の基本】
・三戸駅での折り返し運転を基本とし、

県境を越える旅客流動に配慮し、二戸
駅まで運転区間を設定

・JR八戸線の直通列車乗入れによる八

戸圏利用者の利便性確保

【運転本数】 上下合わせて 30数本程度
（現行：上下40本）

○快速列車の設定

・三戸～青森間や八戸～青森
間の通勤等の利用を考慮し、
同区間に数本の快速列車の
設定を検討

・停車駅は、経営分離前の特
急列車の停車駅を基本に、
旅客需要を踏まえ検討



③ 駅体制等

○基本的な考え方

○駅の運営体制

① 駅体制（駅務員の配置等）については、基本的に現行の青い森鉄道線及び東北線における営業体制を
維持する方向で検討

② 乗車券販売についても、販売する駅窓口や自動券売機の設置箇所については現状を維持することを基本

八 戸 グ ル ー プ 駅 長

野 辺 地 グ ル ー プ 駅 長

青 森 グ ル ー プ 駅 長

三 沢 駅 担 当
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野辺地、狩場沢、清水川
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矢田前、小柳、東青森、青森



○駅形態及び乗車券販売形態
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社員配置 無人 無人 無人 無人 簡易委託 無人 簡易委託 無人 無人 社員配置 無人 簡易委託 簡易委託 無人 社員配置 無人 簡易委託 無人 社員配置 無人 無人 簡易委託 無人 簡易委託 無人
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駅員配置 無人 無人 無人 無人 業務委託 無人 業務委託 無人 無人 駅員配置 無人 駅員派遣 駅員派遣 無人 駅員配置 無人 駅員派遣 無人 駅員配置 無人 無人 簡易委託 無人 簡易委託 無人
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青い森鉄道線（１２１．９㎞） ＩＧＲ線



④ 青い森鉄道線の利活用

○利活用促進のための方策の検討

等・・・

・利便性のあるダイヤの設定

・ファンクラブの設置

・駅舎等の鉄道資産の多目的な活用

・新駅の設置

青い森鉄道線
の維持・存続

鉄道事業者の
経営努力

（青い森鉄道㈱・県）

地域の足
の確保

沿線市町・地域住民
による利活用の促進

青い森鉄道線＝マイレール
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